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◎藤木卓一郎君（拍手）登壇＝高等教育機関問題対策等特
別委員長の報告をいたします。
　人口減少下における県内の高等教育機関等のあり方、及
び大学等設置、次世代の人材育成に係る環境整備等の諸問
題の調査に関する件につきまして、三月十三日に委員会を
開催し、県立大学検討に係る専門家チームリーダー・立教
大学経営学部教授、山口和範氏を参考人として招致し、
「県立大学構想」について意見聴取の後、参考人に対する
質疑を行い、引き続いて、県執行部に対する質疑を行いま
したので、その過程で申し述べられましたそれぞれの主な
質疑の概要を報告いたします。
まず、参考人に対しては、
◎入学者選抜の方向性や教員確保の見通し
◎大学が担う社会貢献の具体的な内容
◎探求学習に係る県立大学を中心にしたこれからの小・
中・高の教員の在り方
◎大学の教員や職員採用に係る佐賀県への理解やポリシー
共有の考え方
◎県全体をフィールドとした学生の活動拠点となるベースキ
ャンプの設置場所や運営上の課題
◎「日本一プロジェクトが生まれる大学」や「チェンジ・
メーカー」のイメージ、及び県民に分かる形で具現化する
時期
◎三つのポリシーの取りまとめに係る客観的評価の考え方
◎世論調査の結果を踏まえた県民の理解を得たと判断でき



る賛成者の割合
◎県内の高校生が入学する想定割合
◎県民にとって大学設置が必要な理由や目的
◎日本の新たな高等教育のロールモデルとしたいという知
事の発言に対する学長予定者としての受け止め
◎現時点におけるガバナンスの在り方や取りまとめの状況
◎多様な学生を受け入れ、学びの質をよりよいものにする
ための考え方
◎学長予定者としての専門家チームへの今後の関わり方
◎県立大学の設置に慎重な意見を持つ県民に対するアプロ
ーチや広報の考え方
◎アントレプレナーシップが発揮された成功事例
◎小中学生が普段使いできる大学の具体的な利用方法
◎入学者の確保策と学長予定者としての県内への広報活動
などの質疑が行われました。続いて、県執行部に対して
は、
◎整備設計候補者選定のヒアリングを公開した意図、及び
次点と僅差だった結果の受け止めと今後の進め方
◎基本設計や最終設計の県議会への情報共有のタイミング
◎コーディネーターの選任や学生の活動拠点となるベースキ
ャンプの設置、及び調整に係る市町や協力事業所との連携
方法
◎学生の入学定員の決定時期とスケジュール、及び設計への
影響
◎幅広い分野の課題等を対象とした地域のシンクタンク機
能の検討状況
◎社会人が学び直すリカレント教育の検討状況



◎大学と企業等との連携による新たな事業展開及び付加価
値創出の検討状況
◎県立大学設置以外のアプローチ手法としての県内私学と
の連携や奨学金返還支援の規模拡大
◎既存の県内の大学の進学率を優先させることの必要性に
対する県の考え、及びその他の政策手段の検討
◎県立大学の設置が最良の策であるという確認のための議
論を県民や議会に何度も重ねる必要性
◎県民の理解が進むような大学設置の目的に照らした広報
の在り方
◎県立大学で掲げる探求学習に対する高大連携などの県教
育委員会の考え
◎フィールドワークの実施に伴う移動手段等の検討状況
◎小中学生とその保護者や教員への広報活動、及び県立高
校への県教育委員会の関わり方
◎協力事業所だけでなく個人の協力者を得ることへの県の
考えなどの質疑が行われました。
最後に、人口減少下における県内の高等教育機関等のあり
方、及び大学等設置、次世代の人材育成に係る環境整備等
の諸問題の調査に関する件につきましては、今後なお検討
すべき重要な問題が残されておりますので、閉会中の継続
審査を議長に申し出ることにいたしました。
以上をもちまして、高等教育機関問題対策等特別委員長の
報告を終わります。
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